
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 体育通信「元気っこ～体育通信～」の発行 
（1）職員、児童、家庭への情報発信 

学校で取り組んでいる運動や家庭で取り組める内容
などを体育授業や体育的行事に絡めて紹介する。 

5 派遣授業における訪問校での実践と提示 
（1）依頼された単元での実施と指導例の提示 

学期に1～2回の訪問となるため、単元の導入部分を
主に扱う。場の設定などは訪問校の用具で設置し、活
動例を提示する。 

●工夫したこと（＆苦労した点）――――― 
① 昨年度の結果の分析と対策をまとめることで、各学

年の課題を共有できた。 
② 場の設定には｢運動量｣と｢運動機会｣の確保に重点を

置き、課題の運動につながる内容で検討した。 
③ 年度の当初に作成した「授業パーツ」を教職員全体

に配布して取り組み例を共有した。 
④ 派遣先だけでなく管内の教員との実技講習会を開催

し、実践事例の紹介などをした。 
 
 Check：取組の成果            
① 体力・運動能力調査の測定では、課題の数値が向上

し、低体力層(D・E層)の減少も見られた。 
H30 握力8/12 50ｍ走 8/12 
→ R1 握力 12/12 50ｍ走 11/12   D・E層 6% 

② 段階ごとの活動やサーキットでの運動は、運動の得
手・不得手に関わらず運動量を確保した。ワークシ
ートは、自分の取り組みが見えるようになり、グル
ープの友だちとの話し合いにも広がった。 

③ 指導計画を共有することで、担任とともに単元のゴ
ールを見据えて授業を進めることができた。 

 
 Action：今後の課題                
① 休み時間に外で遊ぶ児童も多いが、場所が確保でき

ずにトラブルになることもあった。児童が安心して
遊べる環境整備が重要である。 

② ｢元気っこタイム｣と「元気っこ大作戦」では学年・
学級ごとで取り組みに差が見られた。全体への周知
はしたが徹底が足りていなかった。 

 

 Plan：取組時の課題と計画           
1 取組時の課題 
◆体力・運動能力調査の結果から課題の見直し 

前年度の体力テストでは全国平均を上回る数値が全
体の９１％だった。全体的に高い数値だが、握力と 50
ｍ走の数値が低いことについて課題と感じた。 
◆運動好きにつながる体育授業の実践 

体育授業では１学級あたりの人数も多く、運動量の十
分な確保が困難である。児童一人ひとりが運動にすすん
で取り組める授業実践を通して運動の楽しさや喜びを
感じさせたい。 
2 取組の計画 
① 体力・運動能力調査の課題を分析・共有 
② 進んで運動に取り組める体育授業の実践 
③ 「元気っこタイム」から「元気っこ大作戦」の実施 
④ 体育通信「元気っこ～体育通信～」の発行 
⑤ 派遣授業における訪問校での実践及び提示 
 
 Do：実践内容               
1 体力・運動能力調査の課題を分析・共有 
（1）昨年度の分析結果の全体共有 

昨年度の記録をまとめて、職員全体と児童で共有し
た。また、実施のポイントを押さえた資料をスライド
で作成し、職員で研修会を開いた。 

（2）学年・学級記録を集計・掲示 
  記録を集計し、現状をまとめる。学年の結果を掲示
することで、児童の体力テストへの関心を引き上げる。 

2 進んで運動に取り組める体育授業の実践 
（1）場の設定や用具の工夫 

課題となる運動を実践するための場を段階別の設定
やサーキット形式にした。簡易な用具や ICT の活用は
運動量の増加と運動の実践・見直しにつながった。 

（2）ワークシートの活用 
  自分の取り組みがふり返られるようにワークシート
を使用した。グループ学習にも効果があった。 

（3）指導計画の共有 
  単元の指導計画を担任と共有し、ゴールを共通理解
して授業の構成に取り組んだ。 

3 元気っこタイムから元気っこ大作戦へ 
（1）領域や単元に即した補助運動の実施 

ランニングを基本とし、単元に応じた内容での補助
運動を行うことで、主運動へとつなげる。 

（2）元気っこ大作戦 
休み時間を活用して50ｍ走や5分間走に取り組んだ。

学校行事と連動し、記録カードを配布した。 

体力づくりに進んで取り組む 

運動好き、体育好きな元気っこの育成 

大分県佐伯市立鶴岡小学校 

◎体力向上の取組がもたらす波及効果 
・自身の課題を知ることで、克服のために前向きに努力
して目標を達成しようとする姿は自己実現、自己肯定
感の獲得につながる。 

・運動に取り組む機会を増やすことで、運動への関わり
を身近なものへとすることができる。 

全校児童数 529 名（男子 264 名 女子 265 名） 

全クラス数 19 教職員数 38 名 

体育専科教員訪問学校数 9 校 

訪問校 
佐伯東小、上堅田小、八幡小、東雲小、本匠

小、直川小、宇目緑豊小、米水津小、松浦小 

体育専科教員名 木梨 祐司 

 



 

●体力・運動能力調査に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●体育授業の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ●元気っこ大作戦 

 

 

 

 

 

 

                      ●元気っこタイム      ●管内実技講習会 

 

がんばりカード(児童記録用) 

学級記録集計シート 

職員研修の様子 

学年に結果を掲示 

研修用のスライド 

全国平均達成率 

H30 91％ → R1 95％ 

１年生ボール遊びサーキット 

５年生ティーボール 
ワークシート 

３年生鉄棒ワークシート 

担任と共有する指導計画 

ICTの活用：試技後に遅延再生ビデオで確認する。その際に、

「○○を確認して」と伝える。※画像の場合手をつく位置 


